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に
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し
、
別
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を
送
付
す
る
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一
に
つ
い
て

先
の
答
弁
書
（
平
成
二
十
九
年
四
月
十
四
日
内
閣
衆
質
一
九
三
第
二
〇
九
号
）
に
お
い
て
お
答
え
し
た
よ
う
に
、
「
「
日

本
再
興
戦
略
」
改
訂
二
〇
一
五
」
（
平
成
二
十
七
年
六
月
三
十
日
閣
議
決
定
）
に
お
い
て
「
獣
医
師
養
成
系
大
学
・
学
部
の

新
設
」
に
つ
い
て
方
針
が
示
さ
れ
、
そ
の
後
、
広
域
的
に
獣
医
師
系
養
成
大
学
等
の
存
在
し
な
い
地
域
に
限
り
獣
医
学
部
の

新
設
を
可
能
と
す
る
た
め
の
制
度
改
正
を
行
う
旨
を
、
平
成
二
十
八
年
十
一
月
九
日
の
国
家
戦
略
特
別
区
域
諮
問
会
議
に
お

い
て
決
定
し
た
。

そ
の
上
で
、
お
尋
ね
の
「
国
家
戦
略
特
区
制
度
を
活
用
し
た
獣
医
学
部
の
設
置
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら

か
で
は
な
い
が
、
当
該
閣
議
決
定
に
お
い
て
示
さ
れ
た
方
針
を
前
提
と
し
て
検
討
が
続
け
ら
れ
て
い
た
獣
医
学
部
の
新
設
の

時
期
に
つ
い
て
、
文
部
科
学
省
と
内
閣
府
と
の
間
で
協
議
は
行
わ
れ
て
き
た
が
、
同
年
九
月
二
十
六
日
に
協
議
が
行
わ
れ
た

事
実
は
確
認
で
き
な
い
。
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二
に
つ
い
て

文
部
科
学
省
が
内
閣
府
に
対
し
て
御
指
摘
の
考
え
方
を
伝
え
た
事
実
は
確
認
で
き
な
い
。

二


